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平成™›年š月™ 日 木曜日 第œ�� 号官 報
〇
総
務
省
令
第
十
九
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並

び
に
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一

号
）
別
表
第
一
の
一
の
項
、
同
法
別
表
第
二
の
一
の
項
及

び
同
法
別
表
第
四
の
一
の
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
民
基

本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で

の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
の
総

務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
四
年
総

務
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
法
」を「
住

民
基
本
台
帳
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
一
項
と
し
、同
条
中
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、

第
四
項
か
ら
第
百
三
十
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ

る
。

第
二
条
中
第
十
二
項
を
第
十
三
項
と
し
、
第
二
項
か
ら

第
十
一
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
一
項
中

「
一
の
項
」
を
「
一
の
二
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
別
表
第
二
の
一
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七

号
）
第
十
条
第
一
項
の
認
証
の
申
請
の
受
理
、
そ
の

申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請

に
対
す
る
応
答

二

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の

届
出
の
受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て

の
審
査

三

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
三
十
四
条
第
三
項
の

認
証
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ

い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

第
四
条
中
第
十
一
項
を
第
十
二
項
と
し
、
第
二
項
か
ら

第
十
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、同
条
第
一
項
中「
一

の
項
」
を
「
一
の
二
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二

項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
別
表
第
四
の
一
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
十
条
第
一
項
の
認
証

の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て

の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

二

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の

届
出
の
受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て

の
審
査

三

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
三
十
四
条
第
三
項
の

認
証
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ

い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

附

則

こ
の
省
令
は
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
号
）
の
施
行

の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
長
期
借
入
金
の
認
可
の
申
請
）

第
四
条

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
長
期
借
入
金
の
借
入
れ
の
認
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

を
法
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

借
入
れ
を
必
要
と
す
る
理
由

二

借
入
金
の
額

三

借
入
先

四

借
入
金
の
利
率

五

借
入
金
の
償
還
の
方
法
及
び
期
限

六

利
息
の
支
払
の
方
法
及
び
期
限

七

そ
の
他
必
要
な
事
項

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
施

行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
七
十
八
号

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律

の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
施

行
期
日
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
と
す
る
。

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

〇
法
務
省
令
第
十
号

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日

本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
号
）
及
び
同
法
第
五
条
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
総
合
法
律
支
援
法
（
平

成
十
六
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
九
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め

の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則

（
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
）

第
一
条

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た

め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す

る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
第
二
項
に
規

定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
業
務
（
以
下
「
東
日
本
大
震
災
法
律
援
助
事

業
」
と
い
う
。）に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
援
助
の
要
件
に

関
す
る
事
項

二

同
号
イ
及
び
ハ
に
規
定
す
る
報
酬
及
び
実
費
（
以

下
「
報
酬
等
」
と
い
う
。）の
立
替
え
に
係
る
契
約
の

締
結
に
関
す
る
事
項

三

報
酬
等
に
係
る
立
替
金
債
権
の
償
還
並
び
に
そ
の

猶
予
及
び
免
除
に
関
す
る
事
項

四

報
酬
等
に
相
当
す
る
額
の
支
払
に
係
る
契
約
の
締

結
に
関
す
る
事
項

五

同
号
ホ
に
規
定
す
る
法
律
相
談
の
実
施
に
関
す
る

事
項

六

そ
の
他
東
日
本
大
震
災
法
律
援
助
事
業
の
実
施
に

関
し
必
要
な
事
項

（
法
律
事
務
取
扱
規
程
に
記
載
す
べ
き
事
項
）

第
二
条

法
第
五
条
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
総
合

法
律
支
援
法
（
以
下
「
支
援
法
」
と
い
う
。）第
三
十
五

条
第
二
項
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
委

員
会
に
よ
る
調
査
に
関
す
る
事
項
及
び
審
議
の
手
続

に
関
す
る
事
項

二

そ
の
他
東
日
本
大
震
災
法
律
援
助
契
約
弁
護
士
等

（
法
第
三
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
東
日
本
大
震
災

法
律
援
助
契
約
弁
護
士
等
を
い
う
。）に
取
り
扱
わ
せ

る
法
律
事
務
の
処
理
に
関
し
必
要
な
事
項

（
東
日
本
大
震
災
法
律
援
助
事
業
の
立
替
金
に
係
る
会

計
処
理
の
特
例
）

第
三
条

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
い
う
。）は
、
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
業

務
に
お
い
て
、
報
酬
等
を
運
営
費
交
付
金
を
財
源
と
し

て
立
て
替
え
た
こ
と
に
よ
り
取
得
し
た
立
替
金
債
権
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
を
取
得
し
た
時
点
に
お
い
て
は
、
当

該
立
替
え
に
係
る
金
額
に
相
当
す
る
額
を
資
産
見
返
運

営
費
交
付
金
と
し
て
計
上
す
る
も
の
と
し
、
当
該
立
替

金
債
権
の
貸
倒
償
却
に
要
す
る
費
用
が
発
生
し
た
時
点

に
お
い
て
は
、
当
該
費
用
に
相
当
す
る
額
を
資
産
見
返

運
営
費
交
付
金
戻
入
と
し
て
収
益
に
振
り
替
え
、
当
該

立
替
金
債
権
の
償
還
を
受
け
た
時
点
に
お
い
て
は
、
資

産
見
返
運
営
費
交
付
金
を
運
営
費
交
付
金
債
務
に
振
り

替
え
る
も
の
と
す
る
。
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